
ア
オ
ギ
リ
の
成
長
と
恒
久
の
平
和
を
祈
り

ア
オ
ギ
リ
の
成
長
と
恒
久
の
平
和
を
祈
り

ア
オ
ギ
リ
の
成
長
と
恒
久
の
平
和
を
祈
り

─連合徳島中央地域協議会──連合徳島中央地域協議会──連合徳島中央地域協議会─

被爆アオギリ２世を植樹する森本佳広会長と多田昭弘第一副市長

被爆アオギリ2世の苗木を植える参加者 被爆アオギリ２世の苗木
70年前の徳島大空襲・戦争体験を
語る元参議院議員乾晴美さん

連合徳島中央地協宮本議長が
来賓あいさつ

徳島地区協議会松本議長が
主催者あいさつ

「
願
う
」平
和
か
ら

　
　 「
叶
え
る
」平
和
へ

徳島地区協議会と
　東部地区協議会 統合

│ 

被
爆
ア
オ
ギ
リ
２
世
の
記
念
植
樹
式
典  

│

連合２
０１５

平和４
行動

８月３日（月）・８月７日（金）
・「労働者保護ルール改悪阻止ウィーク」駅前街宣（JR徳島駅前）
８月２１日（金）
・第２６期部落解放・人権講座開講式（県職会館）
８月２９日（土）
・「安全・衛生管理者養成講座」開講式
　　　　　　　（とくしま県民活動プラザ）

◎

◎

◎

　

平
和
、
民
主
主
義
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
な
ど
、
過
去
の
反

省
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
価
値
を

確
実
に
次
代
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る

我
々
の
責
務
と
考
え
る
。
連
合

徳
島
は
、
戦
後
70
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

に
む
け
て
、
よ
り
一
層
平
和
運

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

そ
こ
で
、
徳
島
大
空
襲
の
７

月
４
日
を
「
徳
島
平
和
の
日
」

と
位
置
づ
け
、
平
和
行
動
を
展

開
し
た
。

　

７
月
４
日
10
時
よ
り
、
約
30

人
参
加
の
も
と
、
徳
島
市
の
公

園
敷
地
内（
幸
町
公
園
）に「
被

爆
ア
オ
ギ
リ
２
世
の
苗
木
植
樹

を
行
っ
た
。
ア
オ
ギ
リ
は
爆
心

地
か
ら
1.3
㎞
に
あ
る
旧
広
島
逓

信
局
の
庭
で
幹
の
半
分
以
上
が

焼
け
焦
げ
た
後
も
翌
年
新
芽
を

出
し
て
市
民
に
生
き
る
希
望
を

与
え
た
。
広
島
市
は
全
国
に
そ

の
種
か
ら
育
て
た
苗
木
を
配
布

し
て
い
る
。

　

ま
ず
主
催
者
を
代
表
し
て
森

本
会
長
が
「
若
い
人
に
戦
争
や

核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
、
ア
オ
ギ
リ
は
成
長
が

早
く
、
こ
の
木
を
見
る
た
び
平

和
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

多
田
徳
島
市
第
１
副
市
長
か
ら

「
戦
後
70
年
、
徳
島
大
空
襲
の

こ
の
７
月
４
日
に
植
樹
し
、
平

和
の
あ
り
が
た
さ
に
つ
い
て
市

民
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

い
」
と
徳
島
市
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
当
日

は
松
井
一
實
広
島
市
長
か
ら
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
読
み
上
げ

ら
れ
、
後
日
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
も
立
て
ら
れ
た
。
参
加

者
ら
は
植
樹
さ
れ
た
ア
オ
ギ
リ

に
水
を
や
り
、
ア
オ
ギ
リ
の
成

長
と
恒
久
の
平
和
を
祈
っ
た
。

　

ま
た
、
15
時
か
ら
ふ
れ
あ
い

健
康
館
に
て
映
画
「
ア
オ
ギ
リ

に
た
く
し
て
」
の
上
映
会
が
行

わ
れ
、
約
60
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
被
爆
者
が
亡
く

な
っ
て
い
く
今
、
被
爆
体
験
の

な
い
世
代
が
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
う

強
い
意
志
の
も
と
、
広
島
平
和

記
念
公
園
に
あ
る
被
爆
ア
オ
ギ

リ
の
木
の
下
で
、
た
く
さ
ん
の

人
々
に
被
爆
体
験
を
語
り
継
い

で
き
た
沼
田
鈴
子
さ
ん
の
実
話

に
基
づ
く
映
画
で
あ
る
。
参
加

者
は
一
様
に
涙
し
た
。

　

そ
し
て
17
時
か
ら
、
元
参
議

院
議
員
乾
晴
美
さ
ん
よ
り
「
70

年
前
の
徳
島
大
空
襲
の
日
」
が

　

２
０
１
５
年
７
月
21
日
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
わ
ー
く
ぴ
あ
徳
島

に
お
い
て
、
徳
島
地
区
協
議
会

臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

語
ら
れ
、
当
時
10
歳
だ
っ
た
乾

さ
ん
は
石
井
町
に
在
住
で
、
７

月
４
日
、
徳
島
の
空
が
真
っ
赤

に
な
っ
て
い
る
光
景
を
今
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後
市

内
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
と
被
災
者
が

逃
げ
て
き
て
、
両
親
は
食
べ
物

や
着
る
物
を
た
く
さ
ん
あ
げ
、

子
ど
も
な
が
ら
に
一
緒
に
お
に

ぎ
り
を
作
っ
た
な
ど
の
思
い
出

も
語
ら
れ
た
。「
戦
争
は
人
間

が
人
間
で
な
く
な
る
。」「
戦
争

で
一
番
の
犠
牲
者
は
民
で
あ

る
。」
こ
の
言
葉
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　

今
回
の
臨
時
総
会
は
、
東
部

地
区
協
議
会
を
構
成
す
る
組
織

や
組
合
員
数
の
減
少
を
受
け
、

今
後
に
お
い
て
地
域
活
動
が
衰

退
し
な
い
よ
う
組
織
の
拡
大
・

強
化
を
図
る
べ
く
、
徳
島
地
区

協
議
会
と
東
部
地
区
協
議
会
を

統
合
す
る
た
め
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
「
徳
島
・
東
部

地
区
協
の
組
織
統
合
（
案
）
に

つ
い
て
」「
運
営
規
定
の
改
定

（
案
）
に
つ
い
て
」「
総
会
代
議

　

連
合
は
平
和
行
動
と
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
世
界
の
恒

久
平
和
実
現
、
被
爆
者
支
援
の

強
化
、在
日
米
軍
基
地
の
整
理
・

縮
小
、
北
方
領
土
の
早
期
返
還

な
ど
、
６
月
〜
９
月
を
平
和
行

動
月
間
と
位
置
づ
け
、①
６
月

沖
縄
、②
③
８
月
広
島
・
長
崎
、

④
９
月
根
室
で
の
平
和
行
動
を

基
本
に
進
め
て
い
る
。
戦
後
70

年
と
い
う
節
目
の
本
年
に
あ
た

り
、
連
合
徳
島
は
、「
連
合
２

０
１
５
平
和
４
行
動
」
に
参
加

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
る
。

　

連
合
徳
島
は
広
島
平
和
行
動

に
代
表
団
34
人
（
内
子
ど
も
５

人
）
が
、
各
構
成
組
織
等
か
ら

集
約
し
た
折
り
鶴
を
献
げ
、
８

月
５
日
平
和
記
念
資
料
館
の
見

学
、
広
島
平
和
記
念
公
園
で
の

ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
ク
、
連
合
主

催
の
「
２
０
１
５
平
和
ヒ
ロ
シ

マ
集
会
」、
６
日
に
広
島
市
主

催
の
「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
」
に

参
加
す
る
。

　

ま
た
、
長
崎
の
平
和
行
動
に

連
合
徳
島
事
務
局
と
推
薦
議
員

４
人
が
、
８
月
８
日
、
連
合
主

催
の
「
２
０
１
５
平
和
ナ
ガ
サ

キ
集
会
」、
９
日
に
長
崎
市
主

催
の
「
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊

平
和
祈
念
式
典
」、
原
爆
落
下

中
心
地
公
園
・
長
崎
市
平
和
公

園
で
の
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
ク
、

連
合
協
賛
の
「
万
灯
流
し
」
に

参
加
し
、折
り
鶴
を
献
納
す
る
。

　

さ
ら
に
、９
月
12
日
〜
13
日
、

連
合
徳
島
事
務
局
３
人
が
根
室

市
の
北
海
道
立
北
方
四
島
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ニ
・
ポ
・
ロ
）
で

開
催
す
る「
北
方
四
島
学
習
会
」

と
ノ
サ
ッ
プ
岬
・
望
郷
の
岬
公

園
で
連
合
主
催
の
「
２
０
１
５

平
和
ノ
サ
ッ
プ
集
会
」
に
参
加

す
る
。

　
「
願
う
」平
和
か
ら「
叶
え
る
」

平
和
へ
、
ひ
と
り
一
人
の
行
動

で
、
永
遠
の
世
界
平
和
と
二
度

と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
を
決
意
し
、
平
和
の
尊

さ
大
切
さ
を
次
世
代
に
語
り
継

ぎ
、
継
承
し
て
い
く
。

員
及
び
委
員
会
委
員
の
選
出
基

準
見
直
し（
案
）に
つ
い
て
」「
役

員
（
案
）
に
つ
い
て
」
を
執
行

部
よ
り
提
案
し
、
い
ず
れ
も
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
連
合
徳

島
、
中
央
地
域
協
議
会
の
活
動

方
針
を
基
本
に
、
中
央
地
域
協

議
会
徳
島
地
区
、
東
部
地
区
に

お
い
て
な
お
一
層
地
域
に
根
差

し
た
よ
り
き
め
細
や
か
な
運
動

を
展
開
す
る
。
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「連合の森」親子サマーキャンプ「連合の森」親子サマーキャンプ

木工教室ではオリジナルの鉛筆立てを作成

親子協力して植樹

親子サマーキャンプには連合徳島組合員とその家族など９１人が参加

夕食・交流会はバーベキューを実施
「連合平和検定」最高得点95点をマーク
した林ファミリー（三洋電機労組）

心肺蘇生法やAEDの使用方法、
担架搬送訓練を体験

│
連
合
の
森
に
40
本
の
苗
木（
コ
ナ
ラ
）を
植
樹
│

親
子
で
環
境
問
題
と
平
和
問
題
を
考
え
る

災害緊急時に備える
訓練対処法を学習

第26期（2015年度）部落解放・人権講座開講

＜参加者募集中＞部落差別や人権問題について学習してみませんか。

＊第１講～第 4講の会場は「徳島県職員会館２階」、第 5～6講は「労働福祉会館 502 号室」、
　第７講は「徳島市国府町芝原：むつみ会館」
□主　催：部落解放・人権講座実行委員会　　□参加費：２０，０００円
□問い合わせ：連合徳島内（板東）連絡先：088－655－4105   □参加締め切り日：８月17日（月）

8月21日
（金）

9月4日
（金）

9月11日
（金）

9月18日
（金）

10：30
～

12：00

10：00

13：00
～

15：30
10：00
～

12：00
13：00
～

15：00

10：00
～

12：00
13：00
～

15：00
10：00
～

12：00
13：00
～

15：00

第１講

開講式 事務局

徳島における部落解放運動の
歴史と現状

橋本弘房
部落解放同盟県連  執行委員長

ＣＡＰおとなのワークショップ 阿部和代
ＣＡＰとくしま代表

女性差別撤廃条約批准３０年 山崎鈴子
部落解放同盟中央本部  女性部長

パートナーシップと女性の人権 河野和代
ウィメンズカウンセリング徳島  代表

部落差別の実態と糾弾闘争の理論 歯朶山加代
部落解放同盟県連  書記長

差別をなくす社会システムを
創造するために

北口末広
近畿大学人権問題研究所  教授

フィールドワーク 辻本一英
芝原生活文化研究所  代表

総括討議・閉講式 森本佳広実行委員長
　（地方共闘会議議長）

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

第７講

　

地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ユ

ニ
オ
ン
を
め
ざ
す
連
合
徳
島
は
、

７
月
25
日
〜
26
日
の
２
日
間
、

美
馬
市
木
屋
平
の
中
尾
山
・
平

成
荘
で
、
「
連
合
の
森
・
親
子

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
き
、

連
合
徳
島
組
合
員
と
そ
の
家
族

ら
91
人
（
大
人
56
人
・
子
ど
も

35
人
）
が
参
加
し
た
。

　

開
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

は
体
育
館
で
行
わ
れ
、
主
催
者

を
代
表
し
て
、
連
合
徳
島
森
本

会
長
の
あ
い
さ
つ
と
、
徳
島
森

林
管
理
署
・
原
署
長
か
ら
あ
い

さ
つ
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
昼
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
木
材
を
利
用
し
鉛
筆
立

て
を
作
成
す
る
「
木
工
教
室
」

と
今
年
戦
後
70
年
の
「
連
合
平

和
検
定
」
を
行
っ
た
。

　

「
木
工
教
室
」
は
子
ど
も
を

中
心
に
参
加
し
、
最
初
に
徳
島

森
林
管
理
署
の
職
員
か
ら
森
林

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

杉
の
間
伐
材
に
ど
ん
ぐ
り
や
木

の
枝
な
ど
を
ボ
ン
ド
で
付
け
た

り
、
自
分
の
名
前
や
絵
を
描
い

た
り
と
親
子
で
熱
中
し
、
そ
れ

ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鉛
筆
立
て

を
完
成
さ
せ
た
。

 

「
連
合
平
和
検
定
」
で
は
平

和
に
関
す
る
問
題
を
１
問
５
点

20
問
に
挑
戦
。
み
ん
な
家
族
単

位
で
考
え
、
最
高
得
点
を
マ
ー

ク
し
た
の
は
95
点
の
林
フ
ァ
ミ

リ
ー
（
三
洋
電
機
労
組
）
で
あ

っ
た
。

　

17
時
か
ら
の
夕
食
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
は
９
班
に
分
か
れ
て
炭
を

熾
し
、
昼
間
に
心
地
よ
い
汗
を

か
い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
食
欲
も
旺
盛
で
肉
・
野

菜
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
お
に
ぎ
り

等
を
食
べ
て
、
大
人
た
ち
も
子

ど
も
に
負
け
ず
交
流
を
深
め
た
。

　

２
日
目
は
、
朝
食
後
に
２
０

０
６
年
に
美
馬
市
の
協
力
の
も

と
で
き
た
「
連
合
の
森
」
へ
車

で
移
動
。
徳
島
森
林
管
理
署
職

員
の
指
導
の
も
と
、
家
族
・
グ

ル
ー
プ
毎
に
40
本
の
苗
木
（
コ

ナ
ラ
）
を
植
林
す
る
と
と
も
に
、

鹿
対
策
の
防
護
ネ
ッ
ト
も
取
り

付
け
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
名
札
を
埋
め
込
ん
だ
。

  
２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、

徳
島
森
林
管
理
署
を
は
じ
め
林

野
労
組
・
県
職
労
組
な
ど
、
多

く
の
参
加
者
と
地
元
美
馬
市
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
標
高
１
０

５
０
メ
ー
ト
ル
と
い
う
す
ば
ら

し
い
環
境
の
も
と
、
け
が
人
も

な
く
親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

５
月
30
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座
の

開
講
式
お
よ
び
第
１
講
座
が
徳

島
市
東
消
防
署
で
行
わ
れ
22
人

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
河
村
会
長〈
当
時
〉

か
ら
「
今
年
で
15
期
と
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

養
成
講
座
は
登
録
者
が
１
０
０

人
を
超
え
て
い
る
。東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
徳
島
県
に
お
い

て
は
昨
年
の
阿
南
・
那
賀
の
大

水
害
も
発
生
し
た
。災
害
緊
急

時
に
備
え
る
た
め
、
連
合
徳
島

は
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
と

『
被
災
者
支
援
活
動
等
の
相
互

協
力
に
関
す
る
覚
書
』
を
締
結

し
た
。日
頃
か
ら
の
避
難
や
訓

練
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が

人
命
を
左
右
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。養
成
講
座
に
お
い
て
十

分
習
得
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

東
消
防
署
の
救
急
救
助
隊
の

み
な
さ
ん
か
ら
心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
講
習
を
受
け

た
。班
に
分
か
れ
て
実
践
講
習

も
行
い
、「
現
実
に
こ
ん
な
場
面

で
冷
静
に
行
動
で
き
る
だ
ろ
う

か
」「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
肋
骨

お
れ
た
ら
」
な
ど
様
々
な
不
安

の
声
も
聞
か
れ
た
が
熱
心
に
受

講
し
て
い
た
。

　

６
月
13
日
に
第
２
講
座
を
徳

島
市
東
消
防
署
で
21
人
参
加
の

も
と
行
わ
れ
た
。第
１
講
座
に

引
き
続
き
、
実
践
体
験
と
し
て

三
角
巾
を
使
っ
て
、
手
や
頭
や

足
か
ら
な
ど
の
出
血
を
想
定
し

そ
れ
ぞ
れ
の
止
血
法
を
学
ん
だ
。

二
人
組
で
頭
や
身
体
中
を
白
布

で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
、
毛
布
を
使

っ
た
担
架
搬
送
の
仕
方
な
ど
実

践
を
交
え
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た

と
き
の
対
処
法
も
学
ん
だ
。
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